
★（早い年齢で歯並びを治しておいた方が良い理由） 

 

原因があって結果がある 

なので、歯並びが悪いのにも原因がある 

原因は「遺伝要素」と「環境要素」 

とりわけ環境要素が強いので 

歯並びが悪くなりやすい環境を放置していると 

成長とともに歯並びは悪い方向へ成長していってしまう 

悪い方向に成長したものを無理やり正しい歯並びに矯正することは非常に人体に負

担をかけるため 

痛みがあったり抜歯が必要だったりする 

しかも治したとしても歯並びという結果しか治しておらず 

原因まで治していないため 

また時と共に歯並びは悪い方向に進む 

なぜならば悪い方向に進む原因がそのままだから 

 

なので、「原因」に対してアプローチできる低年齢のうちに矯正を始めた方が良い 

そうすれば、結果として後戻りが少ない 

具体的には３〜５歳でスタートが理想だが、たとえ現在７〜１１歳だとしても年齢が早

ければ早いほど後戻りする量を減らせるのでやはり早く開始した方が良い 

目安としては７〜９歳前後で顎の大きな成長は鈍化し始めるので、それより前の３〜

５歳開始が 

後戻りを減らしたいのであれば理想 

 

 

 

（その他）↓↓↓ 

・後戻りのリスク減らせる 

・抜歯のリスク下がる 

・虫歯・歯周病になりにくくなる 

・歯ブラシしやすい 

・２期の期間が短い or やらなくてよい 

・２期に比べて痛みが少ない 

・早くやることで悪い癖が改善しやすい 

・骨や顎が柔らかいので骨格から矯正できる 

・若いと歯が動きやすい 



・abc は小児専門なので小児の治療経験豊富 

・呼吸や活舌や舌の正しい位置を癖づけることで歯並びが悪くなるこんぽんを直す 

・集中力が上がる 

・仕上がりがきれい 

・安い 

・適応能力が高い 

・家だけとか個人の生活スタイルに合わせた治し方が出来る可能性がある 

 


